
 

兵庫県保険医協会 西宮・芦屋支部 ／ 九条の会・兵庫県医師の会 

映画『日本の青空』上映会 
 

日 時  2026年 11 月 7 日（土）16 時～ 

会 場  兵庫県保険医協会 ５階会議室 
 (神戸市中央区海岸通１丁目２−３１ 神戸フコク生命海岸通ビル５階 

 JR・阪神 元町駅から南に徒歩８分) 

参加費 無料（どなたでも参加いただけます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「日本の青空」は、戦後の混乱期に在野の憲法学者・鈴木安蔵らが徹底した主権在民と戦争放

棄を掲げ、日本国憲法の草案（憲法研究会案）を編み上げたドラマを通じて、日本国憲法誕生を

描いた作品です。 

 防衛費の大幅な増額や殺傷能力のある武器の輸出解禁など、日本は急速な「軍事大国化」へと

突き進んでいます。さらに国会では国民投票法の改正や自衛隊の明記、緊急事態条項の新設を巡

る議論が加速し、憲法改正の発議に向けた動きがかつてないほど具体化しています。 

 医療者と市民がともに、日本国憲法の原点に立ち返り、憲法と日本の未来を考える機会になれ

ばと思います。医療関係者はもちろん、どなたでもご参加いただけます。お申し込みをお待ちし

ております。 

※お問い合わせは協会事務局 TEL：078-393-1840 伊地知、呉、山田まで 

＜あらすじ＞ 

 沙也可（田丸麻紀）は「月刊アトラス」編集部の派遣社員。部数

復活をかけた企画「特集・日本国憲法の原点を問う！」で、先輩達

が白洲次郎（宍戸開）、ベアテ・シロタ・ゴードン、など著名人の

取材を検討する中、沙也可も企画を出すようチャンスを与えられ

る。そんな折、母（岩本多代）の助言により、沙也可は全く名も知

らなかった在野の憲法学者・鈴木安蔵（高橋和也）の取材を進め

ることになる。安蔵の娘への取材に成功した沙也可は二人の証言

から、戦時下での在野の憲法学者としての安蔵の苦労と崇高さを

知る。そして沙也可は古びた安蔵本人の日記帳を手がかりに、安

蔵を支えた聡明な妻・俊子（藤谷美紀）の存在や、日本国憲法誕生

を巡るドラマの核心を明らかにしてゆく―。 

【 ＦＡＸ返信 ０７８（３９３）１８２０ 】  

映画『日本の青空』上映会 
（          ）人 参加します 

医療機関／団体名など(あれば)(          ) お名前(               ) 

ＴＥＬ(                        )  ＦＡＸ(                        ) 

参加申込はお電話または下記 FAX でお申し込みください。事前申込なくともご参加は可能です。 


